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※収支報告書は、提出されたものがそのままインターネット上において公表されます。

○

※該 当す る区分 に 「!」 を付す こ と。

政 治 団 体 の 区 分

蕪縫贈
2鴨26」 収 支 報
'聯

告 書(平 成 妬 年分)

匡Z/政党の支部 口 政 党

□ 観灘鰯 治団体 □ 政治資金団体

□ 講 響 □ 寡苧雛 睦箋器 体

(ふ りが な) (巫 い功 うば 肱 ぢ・m(劾 しδ¢)

1政 治 団 体 の 名 称

2主 たる事務所の所在地

3代 表 者 の 氏 名

4会 計 責 任 者 の 氏 名

r

問合せ先

陛 翻 葬息第ll巨 統 支聾 活 動 区 域 の 区 分

ヶ奨県 筏魚 並q・ 秣1?ワ2

阻 嶋 笠

□2以 上の都道府県の区域等

必 同_の 髄 府県の区域内

鞭 、委私 喜 ナ(
資 傘 管 理 団 体 の 指 定 の 有 無

、

(担当者)纏 塘 彪 一部

ノ

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 区 分

)

匠 無

□ 有

・公職の種類

画 年を通じて適用

平成 年 月

(政治資金規正法第19条 の7第1項)

鹸1号 に係る国会議員関係政治団体

□第2号 に係る国会議員関係政治団体
・公職の候儲 の氏名 田 凸亀 嬉'緒

(以下 指定 「有」の場合のみ記載)

・公職の種類

(電話)併79一 軒 一評 界 衆議 鞍,議 溺璽

(該当する方に0→)(現 職 ・ 候補者)

・資金管理団体の届

出をした者の氏名、

.晶総翻 幽瓢 麟瀞

口 対象年の途中での適用の異動あり

(「異動あり」の場合のみ以下を記入)

日 から 平成 年 月 日まで

r、

【留意事項】

国会議員関係政治団体については,1万 円

を超える支出を記載 し,コ ピー機により複写

した領収書の写 しを添付すること。

なお,す べての領収書を保管すること。
Lノ

・資金管理団体の指定の期間

口1年 を通じて適用

口 対象年の途申での適用の異動あり

(「異動あり」の場合のみ以下を記入)

平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで

注意

(1)こ の表紙に記載する内容は、問合せ先の欄を除き、政治団体に関して届出た

内容と一致すること。

(下 は選挙管理委員会が記'。 政治団体は何 も記 辱しないこと)

団体 コー ド 年分 届出年月日 翌年への繰越金

ノ

ム

(2)記 載 した内容を訂正する場合は、会計責任者の押印が必要です。

(3)提 出にあたっては、記載されたページのみ提出してください。 1箸 うぎ㌣0ユ 合 2ク / 02 6 0



○ ○

'

収 支 の 状 況
注意 ・収支がない団体 にあっても、本表 と表(そ の17)及 び表(そ の20)宣 誓書は提 出 しな けれ ばな らない.

全団体必要
(その2)

1.収 支 の総 括 表

一
(1)収 入 総 額(①+②)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 1 0 ぐ+偲1

莇i

g6δ

円

00α
'

①(前 年 か ら の 繰 越 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 2 0
}

}} 0ぞ

②(本 年 の 収 入 額=囚+回+回+回+回+回+回)・ ・・・… 一 0 3 0 ヨ} ;960 δoα

(2)一 支 出 総 額(表(そ の13-1)の 合 計 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 4 0 960 θoα

(3)翌 年 へ の 繰 越 額((D-(2))・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 5 0 ; o

2.収 入項 目別金額 の内訳 ※収支がない場合であっても、010～050の 欄にはすべて記入すること。一ゆ

(1)個 人の負担する党費又 は会費

金 額 囚"一'''"一 ・ 一 一 ・ 一 ・ … 一 ・ 一 0 6 0 醗 師ド}円
員 数 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 7 0

}{;人}}}

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 行 番 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0 8 0
十億 百万1醗 円

{} 1内 訳を表(そ の7冊1)へ繊 すること・

〔 う ち 特 定 寄 附 〕 0 9 0 }
■

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 重 0 0 i ■ 内訳を表(そ の7-2)へ 記載す ること。

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一_一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計(ア)+(イ)+(ウ)

1

1

1

2

0

0
________」______1__

{{

i

}

■

習

内訳を表(そ の7-3)へ 記載す ること。
9■■■■■■■■一 層■■■■一 ■■■■■■■■一 一 一 一 一 一 一 ■

080～110の 小計 を記載 す る こ と。

〔寄附の うち寄附のあっせん によるもの〕 1 3 0 }}1 ■

内訳 を表(そ の8)へ 記載す ること。

イ 政 党 匿 名 寄 附 1 4 0 }il ■
内訳 を表(そ の9)へ 記載す ること。

合 計 回(ア+イ) 1 5 0
1

;1{ 樽
一

全団体必要※ 「特定寄附」とは、候補者等が、政党から受けた政治活動用資金を自己の資金管理団体に寄附したものをいう。

※ 「政党匿名寄附」とは、政党が街頭や講演会等で受けた一件千円以下の寄附をいう。



○ ○

(そ の5)

(5)本 部又は支部から供与された交付金に係る収入

交付金を供与した本部又は支部の名称 金 額 年月 日 主たる事務所の所在地 備 考

融 葛牒㈱ 掛 葺右鼠
構i莇{

3二1・ ・ち
卓 吻!、/乞

ワ

区顛 傾 と2-5'尋撃鴛 野 θル タ戸
〃 1国 。・。殉4港 ケ

ク 一 ≧。1。。。
幽/3/雰

レ

ウ ;{3・{δ ・。
幽/ヤ/」 み 〃

〃 }1ワD{000
閥 γ㌻為3

〃

〃

二

P。{。 。。
懸/6/)夕

〃

〃

}1

!3。;ooo
國/ワ1Zサ !ノ

〃 {b。;δ ・。
喰雁/衿

ウ

〃 国 ・・D 賜/9/丞
"

ウ Ddo・ ・ 畷/〃 。1醇 〃

o {陸1θ ・。
腰/レt∠ ユケ

〃

〃 {{'z。i・ 。。
函/に β

ケ

1{1
}1{
;}{

8 0 0 こ の 頁 の 小 計
≡

%01000
9 0 0 合 計 回

ミ

%。looo



○ ○
(その13-1)

3.支 出 項 目別 金 額 の 内訳

(1)支 出の 総括表

一

v

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費 +億1百 同 千}円

一

r

一

(1)人 件 費 01 0 ll獄!} ワ讐
(2)光 熱 水 費 02 0 ll}

・ ・;

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 03・ 0 lii
④ 事 務 所 費
■ 一 一 一 一 一 量■■幽■一邑一 一 幽■國1-一 幽■■慮一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計((1)～(4))

0

'8

一

4
-一 一

〇㌔■
鉗…→…1諺 隷

○δo

■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 伽■■匡一 一 一 一-■ 一一 一 一

2政 治 活 動 費 +偉}
ヨ明

千 円

一

(1)組 織 活 動 費 0 5 0 1
(2)選 挙 関 係 費 0

'6 一

〇 1

ミ
{

(3)機 関紙 誌 の 発行 そ の他 の事業 費 ※ 0 7 0
1

{{ ぐ

(

内

訳
)

ア 機関紙誌の発行事業費 0 8 0 {{ 一

■
■

幽

■

※(080)行 か ら(110>行 の合 計 を、

(070)行 に記 載 す る こ と

イ 宣伝事業費 0 9 0
■

};
ウ 政治資金パーティー開催事業費 1・0 0 lii
エ その他の事業費 1 1 0

11

{lll
i

(4)調 査 研 究 費 1 2 0 }1
}1

(5)寄 附 ・ 交 付 金 1 3 0 ll
lI

⑥ そ の 他 の 経 費
■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計((1)～(6))

1

8

4
-一 一

〇

』_

1
■

■
1{

.一 ■ 一 ■ ■ ■■警■ ■ 一 ■ ■ ■ ■ 一 ■ ■ 一 一 ■ 一 ■ ■■■一 一 一 一 一 一 ■ 一 ■■咀一 凹■■一 一 一 一 ・

{{う ち本部 ・麹 間の交付鈴 計 円.

合 計 9 0 0 .《 {960{000
王 王

←(80① 行 と(801)行 の合 計 を記 載 す る こ と,

注意 支出が存在する揚合は、下表に従い必要書類を添付すること(詳細は表(その14)、(そ の15-D及 び(その15-2}の 注意書きを参照,

団体区分 個別に記載する金額 軽鷺軽費内駅書(そのU} 1女治活勤費内訳書〔その15-1) 耳無台活箋費内駅暑{その15-2}

本部又は支部に対 して供与 し
た交付金に係る支出がある場

合は、(そ の16)を 添付す る '

こ と 。
国会議員関係政治団体 1件1万 円を超 える支 出 、 一コビ薫 にょり 必要

必要
～

政治資金パーティーを

器催した揚合に必要
上記以外の政治団体

{或党・資金箋≡量体・後援会等}
1件5万 円以上の支出}謝 難

●

不要一
※資金管理団体は必要一



○

(そ の14-3)

○

資金管理団体 ・国会議員関係政治団体用

(2)経 常経費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項目別区分 事務所費

支 出 の 目 的
楽具体的に記λすること。

'

金 額 年 月 目
支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名臨

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

キ成2鋳欣{防罷重住
藍 垂 封

十億 百万 干

40
円

000
けユ%ノ,3 ← 奨 寿

,鰯
千豪昂栴 毛区 鳳生殉 ∫%

着/卜 ・'

蒸冬蟷 親理士尋筋所

こ の 頁 の 小 計 望o o()o
※1件 当た りの金額 が、国会議員 関係政 治団体:1万 円以 下、それ以外 の〉

政治 団体:5万 円未満 の支 出は、一括 してその合計額 を 「その他 の支 出」

欄 に記載す ること(領 収書 の写 しも不要)。

なお、国会議員 関係政治 団体 はすべ ての領収書 を保管す るこ と。

それぞれ別葉として作成すること。

」に振込明細書の写しを添付して提出すること。 一

そ の 他 の 支 出
'2
。6/

合 計 隼o ユ.6

注意(1)経 常経費(人 件費を除く。)の 支出があれば、必ず本表の提出が必要である。

(2)項 目別区分は、 「光熱水費」、 「備品 ・消耗品費」、 「事務所費」 とし、

(3)① 国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額が⊥互巴超の支出について記載 し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

②それ以外の政治団体:1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載 し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

(4)領収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

(5)金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書(別 添第8号 様式の2)



100

う

(その17)資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

全団体必要

資 産 等 の 有 無

、

資 産 等 の 項 目 別 区 分
1416

有 ※注③参照
88

無 備 考

ア 土 地 0 1 0 口 匠

イ 建 物 0 2 0 口 〆

ウ 建物の所有を 目的 とする地上権又は土地の賃借権 0 3 0 口 〆

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 0 4 0 口 ゼ
預 金(普 通 預金及 び 当座 預金 を除 く。)若 しくは貯金(普オ
通 貯金 を除 く。)又 は郵便貯金(通 常郵便 貯金 を除 く。) 0 5 0 口 ピ

力 金 銭 信 託 0 6 0 口 レ

・キ 有 価 証 券 0 7 0 口 ぼ

ク 出 資 に よ る 権 利 0 8 0 口 『

ケ 貸 付 先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 0 9 0 口 ピ

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 1 0 0 口 ゼ

サ 取 得 の価額 が100万 円 を超 え る施設 の利 用 に関す る権利 1 1 0 口 プ

シ 借 入 先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 1 2 0 口 7
注意(1)す べ ての団体が提 出す るものであるこ と。

(2)団 体 としての資産等 につい て記載す るものであ り、全 ての項 目につ いて有 ・無 のいずれかに 「/」 を付す こと、

③ 「有」欄 に/を 付 けた資産等 につ いては、その内訳を表(そ の18)に 記載す ること。

全団体必要



嘔

、

(そ の20)

○

宣

○

全団体必要

誓 書

添 付 書 類(別 添の とお り)

晦 囎 等の写し

鹸 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る.)

※添付 した書類 の 「□」 に 「/」 を付す こと.

この報告書は、政治資金規正法 に従 って作成 した ものであって、真実 に相違 あ りませ ん。

平 成27年 夕 月 之」 日

政治団体の名称 斎鏡 優 縣1収 続 姥 登

会計責儲 の氏名極 遮 塁 六 鐙

(以下は解散届提出時のみ記入)
(代 表 者 の 氏 名 ㊥)

※解散の場合は、解散届も必要となります。

全団体必要
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政 治 資 金 監 査 報 告 書

旨

、 平成 λ7年 鮪2° 日

民主党千葉県第11区 総支部

代表 田 嶋 要 殿

蟹 政治飴 監 人 齋木蝉 鐡
読

登録番号 第689号 纏

研修 終了年 月 日 平成20年10.月17日

○ 1監 査の概要

(1)私 は 、政 治 資 金 規 正 法(以 下 「法 」 とい う)第19条 の13第1項 の規 定

に基づき、民主党千葉県第11区 総支部の平成26年1月1日 から平成

26年12.月31日 までの法第12条 第1項 に規定す る報告書並びに当該

報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等を徴し難かった支出の明細書等

及び振込明細書(以 下 「会計帳簿等の関係書類」 とい う)に ついて、支出

に関する政治資金監査を行 った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治

資金適正化委員会が定める(政 治資金に関する具体的な指針)(以 下 「政

治資金監査マ ニュアル」 とい う)に 基 づ き行 った 。

(3)私 の責任は、外部 性を有する第三者 として、国会議員関係政治団体の会計

責任者の作成 した会計帳簿の関係書類 について、政治資金監査マニュアル

に基づき政治資金監査を行った結果を報告する事にある。

○ (4)こ の政治資金監査は民主党千葉県第11区 総支部の主たる事務所(茂 原市
小林197⇒ に お い て行 っ た。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査 の結果は、(別 記)を 除き、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿、明細

書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細書が
保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項において、会計の帳簿には

当該国会議員関係政治団体にかかるその利における支出の状況が記載され

かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えてい
た 。
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(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項について、法第12条 第1

項に規定する報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難

かった支出の明細書等及び振込明細書に基づいて支出の状況が表示されて

い た 。

3業 務制限

民主党千葉県第11区 総支部 と私 との間には、法第19条 の13第5項 に規定

に違反する事実はない。

また、民主党千葉県第11区 総支部と政治監査の業務を補助 した使用人その他
の従業員 との間においても、同様である。

以上

○

○


